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目 的 

日本の周辺海域で利用可能な魚種の適切な利用と保護を図るため、科学的客観的根拠に基づいて資源評

価を行うことを目的として必要な関係資料を整備した。なお、本調査は、水産庁の水産資源調査・評価推

進委託事業の一環として実施した。  

 

調査内容及び調査手法 

1.漁獲量収集調査 

対象機関：県内 40 漁協及び八戸魚市場  

対象魚種：(太平洋) マイワシ、カタクチイワシ、ウルメイワシ、マアジ、マサバ、ゴマサバ、ブリ、キチ

ジ、マダラ、スケトウダラ、イトヒキダラ、キアンコウ、サメガレイ、ヤナギムシガレイ、ス

ルメイカ、ズワイガニ、サワラ、アイナメ、アカガレイ、イカナゴ、イシガレイ、イシカワシ

ラウオ、イラコアナゴ、チゴダラ、ケガニ、ケンサキイカ、サヨリ、サワラ、シロメバル、ジ

ンドウイカ、スズキ、タチウオ、ババガレイ、ホシガレイ、マアナゴ、マガレイ、マコガレイ、

マダコ、ミギガレイ、ミズダコ、ヤナギダコ、アブラボウズ、ウミタナゴ、カガミダイ、カナ

ガシラ、カンパチ、クジメ、クロウシノシタ、ケムシカジカ、バラメヌケ、ヒラツメガニ、ヒ

ラマサ、ユメカサゴ、ウバガイ、エゾアワビの計 55 魚種 

          (日本海) マイワシ、カタクチイワシ、ウルメイワシ、マアジ、マサバ、ゴマサバ、ブリ、マダ

ラ、スケトウダラ、ホッケ、ハタハタ、ニギス、ヒラメ、マガレイ、アカガレイ、ヤナギムシ

ガレイ、スルメイカ、ヤリイカ、ベニズワイガニ、ホッコクアカエビ、ウスメバル、マダイ、

アカムツ、ウマヅラハギ、キアンコウ、キツネメバル、クロソイ、クロダイ、ケガニ、シイラ、

チダイ、ハツメ、ヒレグロ、モロトゲアカエビ、アラ、コブダイ、トヤマエビ、マゴチ、マハ

タ、マフグ、サザエの計 41 魚種 

調査概要： 調査対象機関から上記対象種の月別・漁業種類別・銘柄別の漁獲量の情報を収集し、我が国周

辺資源調査情報システム（通称 FRESCO）を介して、（国研）水産研究・教育機構に提供した。  

2.生物測定調査  

対象機関：深浦漁協、新深浦町漁協本所及び岩崎支所、鯵ヶ沢町漁協、小泊漁協、三厩漁協、外ヶ浜漁協、

横浜町漁協、関根浜漁協、大畑町漁協、尻労漁協、六ヶ所村海水漁協、三沢市漁協、八戸魚市

場 

対象魚種：マイワシ、カタクチイワシ、マダラ、マアジ、ブリ、サワラ、ハタハタ、マサバ、ゴマサバ、

ヒラメ、マガレイ、スルメイカ、ウスメバル、マダイ、キツネメバル、クロソイ、ホッケの計

17 魚種 

調査概要：水産重要種の基礎的な生物情報を蓄積するため、漁獲物をサンプルとして買上げ、マアジとカ

タクチイワシについては体長と体重を、ほかは体長、体重、生殖腺重量の測定、性別の識別、

年齢形質の採集を行った。 

結 果 

各調査結果を(国研)水産研究・教育機構へ報告した。(国研)水産研究・教育機構は各都道府県からのデ

ータを基に資源評価を行い、結果を「令和 5 年度我が国周辺水域の漁業資源評価」として発表している。  
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また、得られた情報を基に、本事業の対象種のうち青森県内の沿岸漁業において重要な漁獲対象種で比

較的地域固有性の強い魚種であるヒラメ、マガレイ、マダラ、マダイ、ハタハタ、ウスメバル、キアンコ

ウ、ヤリイカ、キツネメバル、クロソイの資源状態の評価を行い、「未来につなぐ資源管理 2024 年版」

（mirainitsunagushigenkanri2024.pdf）に記載した。漁獲量の水準が高位であった魚種はマダラ、低位で

あった魚種はマガレイ、ハタハタ、ウスメバル、ヤリイカであり、漁獲量が増加傾向にある魚種はマダラ、

減少傾向にある魚種はヒラメ、ウスメバル、ハタハタ、クロソイ及びマガレイであった。  
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https://www.aomori-itc.or.jp/_files/00206945/mirainitsunagushigenkanri2024.pdf

